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子どもの学びに関する研究」として実施された。調査対象は， T県内の 4中学校(生徒(723 
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。首 20詰 40覧 60覧 80覧 100覧
な学習の時間Jはどのような時 体育 3.25 
間として受けとめられているの 音楽 3.17 
だろうか。それを各教科に対す 家庭科 2.97 
る好き嫌いで、回答してもらった 技術 2.92 際とても自葦い
結果が<関 2-7>である(グ 葵術 2.91 
ラフ横の数字は， Iとても嫌い」 総合 2.77 
図やや嫌い
を“ 1"， Iとても好き」を 理科 2.75 包やや好き
“4 "として平均舘をとったも 3五3霊 2.66 口とても好き
のである)。体育が最も「好き」 数学 2.65 
とする割合が高く， なおかっ 社会 2.61 
「とても好きJとする割合 (48 関諮 2.54 
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???? ?? 大谷IEi史1m: r総合的な学習の待問jはどのように受けとめられているか
表3-1 生徒・保護者・教員の学力観の平均値
生徒 保護者 教師
記憶 rいろいろなことをたくさん覚えること」 3.3、 3.3 3.0 
作業 rこつこつと丁寧に作業を続けることj 3.4 3.6 3.5 
点数 rァストの点数を上げること」 3.2 2.9 2.8 
失敗 r失敗したりまちがえたりしないこと」 2;5 2.1 1.7 
先生 r先生や家の入にほめられることJ 2.4 2.6 2.8. 
発奮 r授業中ほかの人が思いつかなかったことを発言することj 2.9 2.6 
生活 rふだんの生活の中で不思議なことや考えてみたいことに気づくこと」 2.9 ふ3.5ノ l、3.5
棺談 r友達の棺談にのり，悩みを解決することJ 3.4 3.3 3.3 
発表 r大勢の前でも堂々と発表や表現をすること」 3.2 3.4 3.6 
工夫 rいろいろなおもしろい問題の解き方や考え方を工夫して考え出すこと」 3.0 3.4 3喰5
計算 r計算力や読解力など基本的なことがきちんとできるようになることj 3.4 3.6 3;6 
L進学 r希望する高校へ進学することj 3.4 3.4 3.2 
※ は，当該項目で最も高い平均値
生徒 教員
。覧 25思 50事 75% 100~ 
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。覧 20百 40弘 60覧 80百 100首
図3… 9 総合的学習の問題点
が進むにつれ顕著となり，勉強への高い意欲を示す者は約 1/4にとどまった。この意欲の低
下に対処するという目的(期待)も総合的学習は握っているのであるが，中学3年生において
は勉強に対する意欲と連動しており，必ずしも学習意欲を高める機能は果たしていないことが
示唆された。とはいえ 1年.2年生においては連動していない。総合的学習の内容・方法は，
学年によって，また教員の学力観に大きく規定されている可能性がある。総合的な学習の時間
は，学校関・学年間で異なるタイプの授業が行われており一概には言えないが，涯学を中心と
する科目と，実技を中心とする科目の中間的な位寵づけとして生徒には受けとめられている。
総合的な学習の時間では， r人権Jr地域jが多い現状に対して，生徒・保護者とも「生き方・
進路Jr自然・環境jがより望まれていた。新しい学力観が教師の閣に広がっていることが確
認されたが，教師は保護者よりも，学力低下を心配し，総合的学習を必要視していないことが
明らかとなった。今後，総合的な学習の時間を評価するためには，他教科に及ぼす影響，教員
集団への影響等，機能としての評価が必要で、ある。
本調査では，本論でふれた以外にも総合的学習の実施内容・実施方法・評価方法などに関し
でも合わせて聞いている。これらの内容や方法によって，総合的学習の評価がどのように変化
するのかについては今後さらに分析を進める必要がある。
?
i藤沢市 r2000年度学習意識調査Jhttp://www.city.fujisawa.kanagawa.jp/kyobun-c/page 
100026.shtml (開覧2004年9月23日)同調査とは調査時期が異なるため(調査時期が後になる
ほど，高校進学が現実味を帯びてくるために，勉強したい割合が増えることが予想される)， 
参考として比較するにとどめる。
22001年5・6月，全国の研究指定校からの抽出による調査。田中博之監修 r21世紀型学力を
育む総合的な学習を創るJベネッセ文教総研， 2002年。
